
は
し
が
き

　

筆
者
は
令
和
三
年
度
、
埼
玉
県
日
蓮
宗
青
年
会
主
催
の
「
法
華
経
連
続
講
座
～
伝
え
た
く
な
る
法
華
経
～
」（
於・

妙
蔵
寺
）
に
お
い
て

講
師
を
勤
め
た
。
同
連
続
講
座
は
法
華
十
講
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
法
華
三
部
経
の
十
巻
を
各
回
一
巻
ず
つ
取
り
上
げ
、
全
十
回
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
。
本
講
演
録
は
そ
の
最
終
回
に
あ
た
る
第
十
回
（
二
〇
二
二
年
三
月
十
一
日
開
催
）
の
誌
上
再
現
で
あ
る
。

　

当
該
回
は
も
と
も
と
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
を
主
題
と
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
『
妙
法
蓮
華
経
』
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二

十
八
や
、
敦
煌
出
土
の
偽
経
、「
霊
山
一
会
厳
然
未
散
」
の
成
句
に
つ
い
て
も
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
後
に
見
る
よ
う
に
、『
法
華
経
』
の

「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
部
分
を
論
ず
る
こ
と
は
、
同
経
の
成
立
史
や
受
容
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
検
討
に
も
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
当
該
回
を
こ
こ

に
講
演
録
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
で
、『
法
華
経
』
の
読
解
に
際
し
て
の
一
種
の
問
題
提
起
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

埼
玉
県
日
蓮
宗
青
年
会
主
催
連
続
講
座
講
演
録

普
賢
菩
薩
の
勧
発
の
あ
と
で

―
持
続
す
る
『
法
華
経
』

―

岡　
　
　

田　
　
　

文　
　
　

弘
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一
、『
妙
法
蓮
華
経
』
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
～
死
か
ら
は
じ
ま
り
、
誕
生
で
終
わ
る
～

　

本
日
の
お
話
で
は
、『
法
華
経
』
の
い
わ
ば
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
部
分
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
が
…
…
ご
周
知
の
よ
う
に
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙

法
蓮
華
経
』
以
外
の
『
法
華
経
』
テ
キ
ス
ト
（
竺
法
護
訳
『
正
法
華
経
』、
闍
那
崛
多・

達
摩
笈
多
訳
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
本
）
は
、
普
賢
菩
薩
勧
発
品
（
に
相
当
す
る
品
）
の
後
に
嘱
累
品
が
置
か
れ
、
こ
れ
を
最
終
章
と
し
て
締
め
括
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
（
こ
れ
も
ご
周
知
の
通
り
で
し
ょ
う
が
）
羅
什
訳
の
み
、
嘱
累
品
の
後
に
薬
王
菩
薩
本
事
品・

妙
音
菩
薩
品・

観
世
音
菩
薩
普

門
品・

陀
羅
尼
品・

妙
荘
厳
王
本
事
品・

普
賢
菩
薩
勧
発
品
の
六
品
（
所
謂
「
巻
末
六
品
」）
が
続
き
、
か
く
し
て
最
終
章
と
な
っ
た
そ
の

普
賢
品
の
「
一
切
の
大
会
皆
大
い
に
歓
喜
し
、
仏
語
を
受
持
し
て
礼
を
作
し
て
去
り
に
き
」（
開
結
五
九
九
頁
）
と
い
う
末
文
で
締
め
括
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
末
文
は
「
簡
潔
な
結
び
で
あ
り
、『
法
華
経
』
冒
頭
の
物
々
し
さ
と
は
ま
っ
た
く
趣
を
異
と
す
る
」（
菅
野
［
二
〇

〇
一
］
八
〇
頁
）
も
の
で
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
印
象
を
与
え
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
羅
什
訳
以
外
の
漢
訳
に
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
に
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
不
審
の
一
因
と
い
え
ま
す
。

　
「
羅
什
訳
が
古
形
を
留
め
て
い
る
」
と
の
説
も
あ
り
ま
す
が（

１
）、

羅
什
が
嘱
累
品
を
移
動
さ
せ
た
結
果
、
普
賢
品
が
最
終
章
に
な
っ
た
と
い

う
見
方
も
古
来
根
強
く
あ
り
ま
す
（
早
く
は
『
添
品
妙
法
蓮
華
経
』
序
に
「
什
又
移
囑
累
、
在
藥
王
之
前
」（
大
正
九
、
一
三
四
下
九
―
一

〇
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
）。

　

と
こ
ろ
が
羅
什
訳
に
お
け
る
普
賢
品
を
最
終
章
と
す
る
采
配
は
…
…
経
典
に
お
け
る
最
終
章
の
通
例
で
あ
る
「
嘱
累
品
」
を
さ
し
お
い

て
い
る
上
、
不
審
な
末
文
が
付
加
（
？
）
さ
れ
て
い
る
事
実
を
鑑
み
た
上
で
も
、
注
目
す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。

　

い
か
な
る
点
か
…
…
そ
れ
が
、
普
賢
品
の
主
役
た
る
普
賢
菩
薩
そ
の
も
の
で
す
。
普
賢
は
、
六
牙
の
白
象
に
乗
っ
た
姿
で
知
ら
れ
て
い
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ま
す
。『
法
華
経
』
に
も
「
六
牙
の
白
象
王
に
乗
っ
て
」「
白
象
王
に
乗
っ
て
」「
六
牙
の
白
象
に
乗
っ
て
」（
開
結
五
九
〇
―
五
九
一
頁
）

と
あ
る
通
り
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
「
六
牙
の
白
象
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
関
連
す
る
も
の
と
い
え
ば
、
普
賢
菩
薩
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
と
並
ん
で
も
う
一
つ

有
名
な
例
が
あ
り
ま
し
ょ
う
…
…
そ
れ
は
釈
尊
誕
生
の
伝
説
で
す
。
所
謂
「
八
相
成
道
」
の
う
ち
の
第
一
「
降
兜
率
」
の
逸
話
は
、
釈
尊

が
六
牙
の
白
象
に
乗
っ
て
兜
率
天
か
ら
降
臨
し
、
母
と
な
る
摩
耶
夫
人
の
胎
内
に
入
っ
た
（
そ
し
て
、
そ
の
様
子
を
摩
耶
夫
人
が
夢
に
見

た
）
と
い
う
も
の
で
す（

２
）。

つ
ま
り
「
六
牙
の
白
象
」
は
、
釈
尊
の
「
降
誕
」
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
つ
い
で
に
、
最
終
章
た
る
普
賢
品
か
ら
冒
頭
部
た
る
序
品
に
目
を
転
じ
て
み
ま
す
。
序
品
の
主
題
と
な
る
の
は
文
殊
菩
薩
が
説

く
日
月
燈
明
仏
の
因
縁
譚
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
日
月
燈
明
仏
が
「
当
於
離
放
逸
」（
開
結
八
〇
頁
）、
当
に
放
逸
を
離
れ
よ
、
と
の
言
葉

を
遺
し
入
滅
す
る
と
い
う
く
だ
り
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
「
放
逸
を
離
れ
よ
」
と
の
言
葉
は
日
月
燈
明
仏
の
遺
言
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
他
な

ら
ぬ
釈
尊
の
遺
言
…
…
『
長
阿
含
経
』
が
伝
え
る
と
こ
ろ
の
「
無
放
逸
」「
不
放
逸
」（

３
）…

…
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す（

４
）。

つ
ま
り
『
法
華
経
』

序
品
は
日
月
燈
明
仏
の
遺
言
と
い
う
体
裁
で
釈
尊
の
遺
言
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
法
華
経
』
は
釈
尊
の
遺
言
（
ひ
い

て
は
釈
尊
の
死
）
を
冒
頭
に
冠
す
る
こ
と
で
始
ま
る
経
典
だ
と
も
い
え
る
の
で
す
。

　

近
年
の
研
究
で
は
『
法
華
経
』
が
釈
尊
の
生
涯
を
描
い
た
所
謂
「
仏
伝
」
の
要
素
を
持
つ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
（
岡
田
［
二

〇
〇
七
］、
平
岡
［
二
〇
一
二
］
等
）。
こ
の
指
摘
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
前
掲
の
普
賢
品
と
序
品
を
見
て
み
ま
す
と
、『
法
華
経
』
二
十
八

品
は
釈
尊
の
生
涯
を
逆
転
さ
せ
た
、
つ
ま
り
釈
尊
の
死
（「
当
於
離
放
逸
」
の
遺
言
）
か
ら
始
ま
り
、
釈
尊
の
誕
生
（「
六
牙
白
象
」
の
登

場
）
で
終
わ
る
、
い
わ
ば
「
逆
次
の
仏
伝
」
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。
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仏
の
死
か
ら
始
ま
り
、
仏
の
誕
生
を
も
っ
て
終
わ
る
…
…
考
え
て
み
れ
ば
『
法
華
経
』
は
、
仏
滅
後
に
お
け
る
仏
教
の
あ
り
よ
う
（
そ

の
「
令
法
久
住
」
開
結
三
三
六
頁
）
を
主
題
と
す
る
経
典
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
ま
す
と
、
仏
滅
つ
ま
り
「
仏
の
死
」

か
ら
話
が
始
ま
る
の
は
相
応
し
い
趣
向
と
い
え
ま
す
。

　

そ
う
し
て
『
法
華
経
』
は
仏
の
常
住
不
滅
を
説
き
（
如
来
寿
量
品
第
十
六
）、
ま
た
仏
滅
後
の
時
代
に
も
仏
教
が
広
ま
る
こ
と
を
期
し

（「
後
五
百
歳
広
宣
流
布
」
開
結
五
二
九
頁
）、
い
わ
ば
仏
の
再
臨
と
仏
教
の
新
時
代
の
曙
を
説
く
わ
け
で
す
か
ら
、「
仏
の
誕
生
」
を
も
っ

て
締
め
く
く
る
の
も
必
然
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
ま
す
と
、「
六
牙
の
白
象
」
の
登
場
す
る
普
賢
品
が
最
終
章
に
置
か
れ
た
の
は
、『
法
華
経
』
の
主
眼
を
表
す

非
常
に
巧
み
な
構
成
で
あ
り
、
宜
な
る
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
や
は
り
普
賢
品
で
『
法
華
経
』
が
終
わ
る
こ
と
に
納
得
の
い
か
な
い
向
き
は
、
古
来
大
い
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

証
左
が
、
普
賢
品
の
「
続
編
」
が
続
々
と
作
ら
れ
た
事
実
で
す
。
今
日
で
は
「
法
華
三
部
経
」
と
し
て
時
に
『
法
華
経
』
の
一
部
分
と
す

ら
見
な
さ
れ
て
も
い
る
結
経
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』、
そ
し
て
敦
煌
出
土
の
『
度
量
天
地
品
第
二
十
九
』『
馬
鳴
菩
薩
品
第
三
十
』
で
す
。

以
下
に
見
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

二
、『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
か
ら
三
大
秘
法
へ

　
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
は
普
賢
菩
薩
を
も
っ
て
普
賢
品
第
二
十
八
と
連
絡
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
題
に
「
行
法
」
と
冠
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
修
行
実
践
に
つ
い
て
多
く
説
か
れ
た
経
典
で
す
。

　
『
法
華
経
』
の
行
法
と
し
て
最
も
有
名
な
「
法
華
懺
法
」
は
『
観
普
賢
経
』
を
基
に
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
（「
隋
瓦
官
寺
沙
門
釋
智
顗
、
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輙
釆
法
華
普
賢
觀
經
及
諸
大
乘
經
意
、
撰
此
法
門
流
行
後
代
」
智
顗
『
法
華
三
昧
懺
儀
』
大
正
四
六
、
九
四
九
中
一
二
）。
し
た
が
っ
て
法

華
懺
法
は
、
普
賢
菩
薩
を
本
尊
と
し
ま
す
（「
一
心
敬
禮
普
賢
菩
薩
摩
訶
薩
…
…
是
法
華
懺
悔
主
。
行
者
當
自
作
心
、
的
對
此
菩
薩
胡
跪
説

罪
懺
悔
并
發
願
等
。」
同
、
大
正
四
六
、
九
五
二
上
二
三
―
二
四
）。

　

更
に
『
観
普
賢
経
』
は
、
大
乗
戒
の
典
拠
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
叡
山
に
大
乗
戒
壇
を
建
立
し
た
最
澄
が
「
観
普
賢
経
等
に
云

く
、
今
釈
迦
牟
尼
仏
を
我
が
和
上
と
為
し
、
文
殊
師
利
を
我
が
阿
闍
梨
と
為
し
、
当
来
の
弥
勒
、
願
わ
く
は
戒
法
を
授
け
た
ま
え
。
十
方

の
諸
仏
、
願
わ
く
は
我
を
証
知
し
た
ま
え
。
大
徳
諸
菩
薩
、
願
わ
く
は
我
が
伴
と
為
り
た
ま
え（

５
）」（『

顕
戒
論
』
大
正
七
四
、
六
〇
八
上
一

三
―
一
六
、
原
漢
文
）
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
す
。

　

今
一
度
整
理
し
ま
す
と
『
観
普
賢
経
』
か
ら
、
法
華
懺
法・

普
賢
本
尊・

大
乗
戒
と
い
う
、
そ
の
後
の
（
主
に
天
台
宗
を
中
心
と
し
た
）

『
法
華
経
』
の
実
践
に
お
け
る
様
式
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

し
か
し
更
に
こ
こ
で
踏
み
込
ん
で
言
い
ま
す
と
…
…
こ
う
し
て
普
賢
菩
薩
に
託
さ
れ
て
い
た
『
法
華
経
』
実
践
を
こ
と
ご
と
く
、
本
門

八
品
所
説
の
地
涌
の
四
菩
薩
に
取
り
戻
さ
せ
た
人
こ
そ
が
日
蓮
聖
人
で
あ
り
、
そ
の
結
実
が
所
謂
「
三
大
秘
法
」
と
い
え
る
の
で
す
。「
此

の
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
於
て
は
…
…
但
地
涌
千
界
を
召
し
て
八
品
を
説
い
て
之
を
付
属
し
た
も
う
。
…
…
地
涌
千
界

出
現
し
て
本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
為
り
て
、
一
閻
浮
提
第
一
の
本
尊
、
此
の
国
に
立
つ
べ
し
」（『
観
心
本
尊
抄
』
定
遺
七
一
二
―
七
二
〇

頁
、
原
漢
文
）
と
い
う
説
示
で
も
っ
て
、
唱
題
を
含
む
法
華
懺
法（

６
）と

普
賢
本
尊
は
、
地
涌
菩
薩
に
付
嘱
さ
れ
た
「
本
門
の
題
目
」
と
「
本

門
の
本
尊
」
に
取
っ
て
代
え
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
は
「
本
門
の
本
尊
と
四
菩
薩
と
戒
壇
と
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」（『
法
華
行
者
値
難

事
』
定
遺
七
九
八
頁
、
原
漢
文
）
と
の
一
言
を
も
っ
て
、『
観
普
賢
経
』
に
も
と
づ
く
戒
壇
は
「
本
門
の
戒
壇
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
こ
そ
日
蓮
聖
人
が
『
法
華
経
』
実
践
の
歴
史
に
起
こ
し
た
、
大
き
な
転
換
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
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三
、
第
二
十
九
品
と
第
三
十
品

　

し
か
し
、
普
賢
品
の
後
を
継
承
せ
ん
と
し
た
の
は
『
観
普
賢
経
』
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
、
第
二
十
八
品
に
続
く
、
幻
の
第

二
十
九
品・
第
三
十
品
の
写
本
が
、
敦
煌
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
『
妙
法
蓮
華
経　

度
量
天
地
品
第
二
十
九
』『
妙
法
蓮
華

経　

馬
鳴（

７
）菩

薩
品
第
三
十
』
で
す
。

　

大
正
新
修
大
蔵
経
最
終
巻
の
第
八
十
五
巻
「
古
逸
部・

擬
似
部
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
二
品
は
、
ど
ち
ら
も
天
界
と
地
界
の
構
成

に
つ
い
て
説
い
て
い
ま
す
。『
法
華
経
』
に
つ
い
て
、
修
行
実
践
に
つ
い
て
の
補
足
が
必
要
と
考
え
た
人
が
『
観
普
賢
経
』
を
作
っ
た
一
方

で
、
宇
宙
論
に
つ
い
て
の
補
足
が
必
要
と
考
え
た
人
が
こ
の
二
品
を
作
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
『
度
量
天
地
品
第
二
十
九
』
は
『
開
元
釈
教
録
』
に
「
妙
法
蓮
華
度
量
天
地
經
一
卷
、
亦
云
妙
法
蓮
華
經
度
量
天
地
品
第
二
十
九
」（
大

正
五
五
、
六
七
五
中
二
五
）
と
あ
り
、『
妙
法
蓮
華
度
量
天
地
経
』
と
い
う
独
立
し
た
一
経
と
し
て
成
っ
た
よ
う
で
す
が
、
第
二
十
九
品
と

し
て
（
す
な
わ
ち
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
普
賢
品
第
二
十
八
に
つ
づ
く
品
と
し
て
）
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
度
量
天
地
品
の
冒
頭
は
、『
観
普
賢
経
』
の
よ
う
な
「
仏
語
を
受
持
し
て
礼
を
作
し
て
去
り
に
き
」（
開
結
五
九
九
頁
。
前
述
の
よ

う
に
、
羅
什
訳
の
普
賢
品
の
末
文
）
を
受
け
て
の
場
面
転
換
（「
大
林
精
舎・

重
閣
講
堂
」
開
結
六
〇
〇
頁
）
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
爾

時
觀
世
音
菩
薩
摩
［
訶
薩
？
］
…
…
合
掌
而
白
佛
言
、
世
尊
、
我
等
無
量
諸
菩
薩
衆
并
及
一
切
諸
天
人
等
、
以
於
佛
前
廣
聞
諸
法
敷
演
解

説
妙
法
華
經
、
心
淨
踊
躍
得
未
曾
有
。」（
大
正
八
五
、
一
三
五
下
一
三
―
一
七
）
と
の
振
り
返
り
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
度
量
天
地
品
第
二
十
九
が
成
っ
た
後
、
そ
こ
へ
さ
ら
に
第
三
十
品
と
し
て
馬
鳴
菩
薩
品
が
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
で

は
、
こ
れ
ら
第
二
十
九
品・

三
十
品
は
、
い
つ
ま
で
に・

ど
の
程
度
流
布
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
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度
量
天
地
品
に
つ
い
て
は
、『
法
華
経
』
を
基
に
偽
作
さ
れ
た
『
太
上
中
道
妙
法
蓮
華
経
』
と
い
う
道
教
経
典
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す（

８
）。

話
は
北
周
の
時
代
に
遡
り
ま
す
。
武
帝
に
よ
る
廃
仏
（
西
暦
五
七
四
年
）
の
直
前
、
儒
教・

仏
教・

道
教

の
三
教
が
、
自
派
の
正
統
性
を
主
張
し
、
論
争
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
論
争
は
結
果
的
に
は
儒
教
の
勝
利
と
さ
れ
、
く
だ
ん
の
五
七
四
年

の
廃
仏
に
つ
な
が
り
、
ま
た
同
様
に
道
教
も
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
…
…
そ
の
論
争
の
最
中
、
天
和
五
（
五
七
〇
）
年
、
道

教
側
は
自
身
の
優
勢
を
示
す
た
め
急
遽
、
経
典
を
大
量
に
偽
造
し
ま
す
。
な
ん
と
短
期
間
の
う
ち
に
一
千
巻
以
上
も
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
（「
以
天
和
五
年
、
於
花
州
故
城
内
守
眞
寺
、
挑
攬
佛
經
、
造
道
家
僞
經
一
千
餘
卷
」（『
唐
護
法
沙
門
法
琳
別
傳
』
大
正
五
〇
、

二
〇
九
中
一
三
―
一
四
）。
大
変
な
突
貫
工
事
で
す
ね
。
こ
の
時
に
『
太
上
中
道
妙
法
蓮
華
経
』
も
偽
作
さ
れ
た
ら
し
い
と
、
野
村
［
一
九

七
〇
］
は
考
証
し
て
い
ま
す
（
七
〇
六
―
七
一
八
頁（

９
））。

　

そ
の
『
太
上
中
道
妙
法
蓮
華
経
』
に
、
度
量
天
地
品
か
ら
の
剽
窃
が
あ
る
の
で
す
（
巻
八
「
天
地
物
像
品
第
十
五
」
野
村
［
一
九
七
〇
］

七
一
八
―
七
二
〇
頁
参
照
）。
つ
ま
り
度
量
天
地
品
が
「
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
程
度
流
布
し
て
い
た
か
」
に
つ
い
て
は
、「
西
暦
五
七
〇
年

ま
で
に
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
の
一
品
と
見
な
さ
れ
て
道
教
に
剽
窃
さ
れ
る
程
度
に
は
流
布・

浸
透
し
て
い
た
」
と
分
か
り
ま
す

（
（1
（

…
…
つ
ま

り
「
か
な
り
流
布
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
天
和
五
（
五
七
〇
）
年
の
ほ
ぼ
同
時
期
、
ひ
い
て
は
若
干
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
の

偈
（
普
門
偈
）
が
訳
出
さ
れ
た
よ
う
で
す
（
そ
の
せ
い
か
『
太
上
中
道
妙
法
蓮
華
経
』
は
普
門
偈
を
剽
窃
し
て
い
ま
せ
ん

（
（1
（

）。
つ
ま
り
、
奇

し
く
も
、
観
音
菩
薩
を
対
合
衆
と
す
る
度
量
天
地
品
は
、
普
門
偈
に
先
ん
じ
て
広
ま
り
浸
透
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
『
法

華
経
』
由
来
の
観
音
信
仰
を
か
ん
が
え
る
上
で
も
、
興
味
深
い
事
実
で
し
ょ
う
。
一
方
の
第
三
十
品
の
「
馬
鳴
菩
薩
」（
仏
教
詩
人
、
も
し

く
は
『
大
乗
起
信
論
』
作
者
の
馬
鳴
菩
薩
？
）
に
つ
い
て
は
、
依
然
謎
が
残
り
ま
す
が
…
…
。
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四
、
霊
山
一
会
厳
然
未
散

　

こ
の
よ
う
に
結
経
『
観
普
賢
経
』
や
第
二
十
九
品
以
降
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
経
緯
を
見
ま
す
と
、
二
十
八
品
の
後
も
『
法
華
経
』
は
持

続
し
て
い
る
と
の
感
を
覚
え
ま
す
。
ま
さ
に
「
霊
山
一
会・

厳
然
未
散
」（
霊
鷲
山
で
の
『
法
華
経
』
の
会
座
は
、
ま
だ
散
会
す
る
こ
と
な

く
厳
然
と
し
て
続
い
て
い
る
）
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
「
霊
山
一
会・

厳
然
未
散
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
、『
法
華
経
』
を
表
す
成
語
と
し
て
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
す

が
、
禅
宗
で
多
用
さ
れ
て
い
た
文
句
で
、
我
が
国
で
の
初
出
も
臨
済
宗
の
栄
西
（
一
一
四
一
―
一
二
一
五
）
の
『
興
禅
護
国
論
』
と
な
っ

て
お
り
ま
す

（
（1
（

。

　

し
か
し
こ
の
「
霊
山
一
会・

厳
然
未
散
」
の
文
句
が
禅
特
有
の
言
い
回
し
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
唐
代
の
『
法
華
経
』

説
話
集
で
あ
る
僧
詳
『
法
華
伝
記
』
に
「
霊
山
一
会・

現
於
空
中
」（
大
正
五
一
、
五
七
上
六
）
と
い
う
類
語
が
出
て
お
り
ま
す
し

（
（1
（

、
天
台

宗
の
史
観
か
ら
著
さ
れ
た
『
仏
祖
統
紀
』
の
文
中
（
大
正
四
九
、
二
七
四
上
一
三
―
一
四
）
に
も
「
霊
山
一
席・

厳
然
未
散
」
の
文
句
が

見
え
ま
す

（
（1
（

。

　

ま
た
こ
の
文
句
は
、
日
本
で
は
口
伝
法
門
に
お
い
て
重
用
さ
れ
ま
し
た
。
中
古
天
台
の
口
伝
法
門
に
見
え

（
（1
（

、
そ
し
て
我
々
日
蓮
門
下
に

と
っ
て
は
『
御
義
口
伝
』
に
出
る
こ
と
で
馴
染
み
が
あ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
（
定
遺
二
六
六
八
頁
）。
無
論
、
こ
う
し
た
口
伝
法
門
は
扱
い

が
難
し
く
、
問
題
視
さ
れ
注
意
が
必
要
な
も
の
も
多
い
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
こ
の
「
霊
山
一
会
厳
然
未
散
」
に
か
ん
し
て
は
先
に
確
認

し
た
よ
う
に
、
遡
っ
て
み
る
と
そ
れ
な
り
の
歴
史
が
あ
る
成
語
で
あ
る
と
見
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
文
献
の
中
で
も
『
興
禅
護
国
論
』
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
蓮
聖
人
に
は
「
持
戒
第
一・

葉
上
房
」
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（
断
簡
、
定
遺
二
九
九
九
頁
）
と
言
わ
れ
た
栄
西
が
著
し
た
『
興
禅
護
国
論
』
は
、
同
郷
（
岡
山
県
）
た
る
法
然
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』

と
奇
し
く
も
同
年
に
書
か
れ
（
一
一
九
八
年
）、
鎌
倉
仏
教
の
火
蓋
を
切
り
ま
し
た
（
こ
う
し
て
『
興
禅
護
国
論
』
と
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

に
始
ま
る
鎌
倉
仏
教
が
、『
立
正
安
国
論
』
と
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
に
集
約
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
す
）。
当
該
の
文
は
次
の
通
り
で
す
。

「
智
者
禅
師
…
…
法
華
経
を
誦
し
、「
是
真
精
進・

是
名
真
法・

供
養
如
来
」
に
至
り
て
忽
然
と
し
て
大
悟
し
、
自
ら
霊
山
一
会
厳
然

未
散
な
る
こ
と
を
見
る
と
云
々
」（
大
正
八
〇
、
九
上
二
三
―
二
六
、
原
漢
文
）

　

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）
が
南
岳
慧
思
（
五
一
五
―
五
七
七
）
の
も
と
で
修
行
中
、『
法

華
経
』
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
の
「
是
真
精
進・

是
名
真
法・

供
養
如
来
」（
開
結
五
一
五
頁
）
の
文
を
読
ん
で
初
め
て
悟
り
を
開
い

た
と
い
う
、
所
謂
「
大
蘇
開
悟
」
の
逸
話
で
す
。
こ
の
「
大
蘇
開
悟
」
の
境
涯
に
あ
る
智
顗
が
心
眼
に
よ
っ
て
見
た
も
の
こ
そ
、
霊
鷲
山

で
『
法
華
経
』
の
会
座
が
散
会
す
る
こ
と
な
く
厳
然
と
し
て
続
い
て
い
る
「
霊
山
一
会
厳
然
未
散
」
の
様
相
で
あ
っ
た
…
…
と
い
う
わ
け

で
す
。

　

こ
の
天
台
大
師
の
境
涯
は
、
き
っ
と
日
蓮
聖
人
も
共
有
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
御
遺
文
を
見
て
み
れ
ば
、

「
法
華
経
を
信
ぜ
ざ
る
人
の
前
に
は
釈
迦
牟
尼
仏
入
滅
を
取
り
、
此
の
経
を
信
ず
る
者
の
前
に
は
滅
後
為
り
と
雖
も
仏
の
在
世
也
…
…

我
等
法
華
の
名
号
を
唱
え
ば
多
宝
如
来
本
願
の
故
に
必
ず
来
り
た
も
う
」（『
守
護
国
家
論
』
定
遺
一
二
三
頁
、
原
漢
文
）
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『
法
華
経
』
を
信
じ
な
い
人
の
前
で
は
、
釈
尊
は
入
滅
し
て
い
る
。
し
か
し
『
法
華
経
』
を
信
じ
る
人
の
前
で
は
釈
尊
は
い
ま
だ
存
命
で

あ
り
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
唱
え
れ
ば
多
宝
如
来
が
必
ず
来
た
り
て
、
釈
迦
多
宝・

二
仏
並
座
の
霊
山
虚
空
会
が
厳
然
と
し
て

続
い
て
い
く
の
で
あ
る
…
…
。

　

ま
た
、
信
者
の
鑑
で
あ
っ
た
阿
仏
房
の
死
に
際
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
故
阿
仏
房
の
聖
霊
は
今
い
づ
く
む
に
か
を
は
す
ら
ん
と
人
は
疑
ふ
と
も
、
法
華
経
の
明
鏡
を
も
つ
て
其
の
影
を
う
か
べ
て
候
へ
ば
、

霊
鷲
山
の
山
の
中
に
多
宝
仏
の
宝
塔
の
内
に
、
東
む
き
に
を
は
す
と
日
蓮
は
見
ま
い
ら
せ
て
候
」（『
千
日
尼
御
返
事
』
定
遺
一
七
六

一
頁
）

　

阿
仏
房
の
霊
は
、
霊
鷲
山
に
あ
る
多
宝
如
来
の
宝
塔
の
中
に
お
ら
れ
る
。
つ
ま
り
霊
鷲
山
に
は
い
ま
だ
多
宝
塔
が
現
前
し
て
お
り
『
法

華
経
』
の
会
座
は
厳
然
と
し
て
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
…
…
。

　

し
た
が
っ
て
本
日
の
お
話
は
『
法
華
経
』
の
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
部
分
の
検
討
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
結
論
と
し
ま
し
て
は
「『
法
華

経
』
は
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
迎
え
る
こ
と
な
く
い
ま
だ
続
い
て
い
る
」
ま
さ
に
「
霊
山
一
会
厳
然
未
散
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。『
法

華
経
』
は
今
日
な
お
続
い
て
い
る
、
だ
か
ら
こ
そ
今
日
に
生
き
る
我
々
は
『
法
華
経
』
を
主
体
的
に
受
け
止
め
、
我
が
こ
と
と
し
て
読
み

こ
な
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
す
る
こ
と
で
『
法
華
経
』
を
更
に
持
続
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
こ
の
こ
と
を
、
法
華
信

者
と
し
て
肝
に
銘
じ
る
こ
と
で
、
締
め
く
く
り
と
さ
せ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

御
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（
テ
キ
ス
ト
）

大
正
新
修
大
蔵
経
→
大
正

『
真
訓
両
読　

妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
二
四
→
開
結

『
昭
和
定
本　

日
蓮
聖
人
遺
文
』
身
延
山
久
遠
寺
（
一
九
五
二
―
一
九
五
九
）
→
定
遺

（
参
考
）

植
木
雅
俊
［
二
〇
一
八
］『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
版
縮
訳 

法
華
経 

現
代
語
訳
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫

岡
田
行
弘
［
二
〇
〇
七
］「
法
華
経
に
お
け
る
仏
伝
的
要
素
」『
法
華
文
化
研
究
』
三
三
、
一
五
三
―
一
六
五
頁

河
村
孝
照
［
一
九
七
六
］「
度
量
天
地
品
よ
り
み
た
る
法
華
経
信
仰
」『
法
華
経
信
仰
の
諸
形
態
』
平
楽
寺
書
店
、
三
四
七
―
三
七
六
頁

河
村
孝
照
［
一
九
八
〇
］「
度
量
天
地
品・

馬
鳴
菩
薩
品
形
成
の
背
景
」『
法
華
経
の
思
想
と
基
盤
』
平
楽
寺
書
店
、
三
八
九
―
四
三
二
頁

菅
野
博
史
［
二
〇
〇
一
］『
法
華
経
入
門
』
岩
波
新
書

勝
呂
信
静
［
一
九
九
三
］『
法
華
経
の
成
立
と
思
想
』
大
東
出
版
社

野
村
耀
昌
［
一
九
七
〇
］「「
太
上
中
道
妙
法
蓮
華
経
」
に
つ
い
て
」『
法
華
経
の
成
立
と
展
開
』
平
楽
寺
書
店
、
六
九
五
―
七
二
三
―
七
二
三
頁

林　

鳴
宇
［
二
〇
〇
四
］「
宋
代
天
台
に
お
け
る
禅
宗
批
判
の
諸
相
：『
釈
門
正
統
』・

『
仏
祖
統
紀
』
を
中
心
に
」『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
七
、
一

五
一
―
一
七
五
頁

平
岡　

聡
［
二
〇
一
二
］『
法
華
経
成
立
の
新
解
釈
：
仏
伝
と
し
て
法
華
経
を
読
み
解
く
』
大
蔵
出
版

弘
海
高
順
［
一
九
八
二
］「
口
伝
法
門
と
大
慧
禅
師
：
霊
山
一
会
儼
然
未
散
の
句
を
中
心
と
し
て
」『
天
台
学
報
』
二
四
、
一
五
八
―
一
六
二
頁

山
田
昭
全・

三
木
紀
人
（
校
注
）［
一
九
七
三
］『
雑
談
集
（
中
世
の
文
学
）』
三
弥
井
書
店

〈
キ
ー
ワ
ー
ド�

〉『
法
華
経
』
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
、『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』、『
妙
法
蓮
華
経　

度
量
天
地
品
第
二
十
九
』、『
妙
法
蓮
華
経　

馬
鳴
菩
薩
品
第
三
十
』、
霊
山
一
会
厳
然
未
散
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注（
１
）	

勝
呂
［
一
九
九
三
］
一
七
五
頁
参
照
。

（
２
）	「
爾
時
菩
薩
、
觀
降
胎
時
至
、
即
乘
六
牙
白
象
、
發
兜
率
宮
。
…
…
降
神
母
胎
。
于
時
摩
耶
夫
人
、
於
眠
寤
之
際
、
見
菩
薩
乘
六
牙
白
象
騰
虚

而
來
、
從
右
脇
入
。」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
大
正
三
、
六
二
四
上
二
〇
―
二
五
）
等
（
山
田・

三
木
［
一
九
七
三
］
頁
下
参
照
）。
な
お
、
こ

の
よ
う
に
釈
尊
は
兜
率
天
宮
か
ら
降
誕
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
普
賢
品
に
兜
率
天
信
仰
が
説
か
れ
て
い
る
（
開
結
五
九
四
頁
）
点
も
注
目
さ

れ
る
。

（
３
）	「
去
來
行
無
常　

現
滅
無
放
逸
。
是
故
比
丘
、
無
爲
放
逸
。
我
以
不
放
逸
故
自
致
正
覺
。
無
量
衆
善
亦
由
不
放
逸
得
…
…
此
是
如
來
末
後
所

説
。」（
大
正
一
、
二
六
中
一
八
―
二
一
）

（
４
）	「
こ
の
「
放
逸
に
な
ら
ず
、
精
進
せ
よ
」
と
い
う
教
え
は
、『
マ
ハ
ー
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
ス
ッ
タ
ン
タ
』
に
見
ら
れ
る
入
滅
時
の
遺
教
と
同
じ

内
容
で
あ
る
。
法
華
経
作
者
は
、
そ
れ
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
。
…
…
法
華
経
作
者
は
涅
槃
に
入
る
時
の
釈
尊
の
教
え
…
…
を
継
承
し
、
そ

れ
を
極
め
て
重
要
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ゴ
ー
タ
マ・

ブ
ッ
ダ
の
教
え
こ
そ
が
、
か
け
が
え
の
な
い
意

味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
正
統
な
ブ
ッ
ダ
で
あ
っ
た
．
そ
の
延
長
線
上
に
久
遠
の
釈
迦
仏
が
出
現
す
る
と
い
う
願
い
が
、
法
華
経
と
し
て

結
実
し
た
の
で
あ
る
」（
岡
田
［
二
〇
〇
七
］
一
五
六
頁
）

（
５
）	

出
典
は
開
結
六
四
七
頁
。

（
６
）	「
一
心
奉
請
南
無
大
乘
妙
法
蓮
華
經
」「
一
心
敬
禮
大
乘
妙
法
蓮
華
經
」（『
法
華
三
昧
懺
儀
』
大
正
四
六
、
九
五
〇
下
一
七
／
九
五
二
上
七
）

（
７
）	

大
正
蔵
は
「
明
」
に
作
る
（
大
正
八
五
、
一
四
二
六
上
一
二
）。

（
８
）	

野
村
［
一
九
七
〇
］・

河
村
［
一
九
七
六
］
参
照
。

（
９
）	

な
お
こ
の
『
太
上
中
道
妙
法
蓮
華
経
』
以
外
に
も
、
道
家
が
『
法
華
経
』
を
剽
窃
し
経
典
を
粗
製
濫
造
し
た
例
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
（「
撮
法

華
以
道
換
佛
。
改
用
尤
拙
」
道
宣
『
廣
弘
明
集
』
大
正
五
二
、
一
四
一
中
一
一
―
一
二
）。

（
10
）	「
天
和
五
年
（
五
七
〇
）
の
時
点
に
お
い
て
、
妙
法
蓮
華
経
度
量
天
地
品
は
少
く
と
も
長
安
以
東
、
華
州
の
地
に
ま
で
流
布
し
て
い
た
も
の
で

あ
り
…
…
そ
の
流
布
さ
れ
た
範
囲
お
よ
び
年
次
は
や
や
広
汎
な
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
馬
鳴
菩
薩
品
第
三
十
に
つ
い
て
も
、
略
ぼ
同
様

で
あ
っ
た
と
見
た
い
」（
野
村
［
一
九
七
〇
］
七
二
二
頁
）

	

「
こ
の
度
量
天
地
品
と
同
類
の
経
典
が
道
教
経
典
に
お
い
て
妙
法
蓮
華
経
の
一
品
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
に
度
量
天
地
品
の
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流
布
が
中
国
の
大
衆
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
道
教
は
、
仏
教
に
拮
抗
し
て
か
、
あ
る
い
は
調
和
を
は
か
っ
た
と
し
て
も
、
い
ず

れ
に
せ
よ
中
国
民
衆
の
支
持
を
お
お
き
く
う
け
た
度
量
天
地
品
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
河
村
［
一
九
七

六
］
三
七
五
頁
）

（
11
）	
野
村 ［
一
九
七
〇
］
七
一
五
―
七
一
七
、
七
二
二
頁

（
12
）	

弘
海
［
一
九
八
二
］
一
五
九
頁
下
―
一
六
〇
頁
下
。

（
13
）	

弘
海
［
一
九
八
二
］
一
五
九
頁
下
。
瓦
官
寺
に
て
天
台
大
師
智
顗
が
『
法
華
経
』
を
講
説
し
た
時
、
空
中
に
霊
山
で
の
法
華
説
法
の
様
相
が

現
れ
た
（「
霊
山
一
会・

現
於
空
中
」）
と
い
う
。

（
14
）	

弘
海
［
一
九
八
二
］
一
六
〇
頁
上
。
な
お
『
仏
祖
統
紀
』
は
「
教
禅
一
致
と
い
う
性
格
が
備
わ
っ
た
」（
林
［
二
〇
〇
四
］
一
六
七
頁
）
と
さ

れ
る
。

（
15
）	

弘
海
［
一
九
八
二
］
一
五
八
頁
上
―
一
五
九
頁
上
。
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